
予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　ぎふ清流文化プラザ企画事業開催費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　環境生活部県民文化局文化創造課文化振興係　電話番号：058-272-1111（内2455）

　　　　　　　E-mail：c11146@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　70,092千円（前年度予算額：110,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	110,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	110,000

	要求額
	70,092
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	65,092

	決定額
	69,984
	16,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	53,984


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　平成27年9月にリニューアルオープンした「ぎふ清流文化プラザ」では、県民参加型の文化の拠点及び障がい者芸術活動の拠点を目指す基本コンセプトに沿って、文化振興事業を展開している。
　　　全国最多の保存会を有する「地歌舞伎」の公演や、質の高いコンサートや講演会などの文化振興事業を継続的に展開し、県民に根付いた文化施設として定着するとともに、県内外に「ぎふ清流文化」の魅力を発信する。
（２）事業内容

　　　ぎふ清流文化プラザにおいて、基本コンセプトに基づく、質の高い文化振興事業を実施する。
　　＜長良川ホールを活用した文化事業＞
　　・清流の国ぎふ地歌舞伎公演

　　　県内各地の地歌舞伎保存団体が出演する公演
　　・清流プレミアムセレクション
　　　質の高い文化に触れる機会として、一流アーティストによる公演　等
　
（３）県負担・補助率の考え方

　　　県負担とする。
　　　ただし、一部経費については、国費を活用する。

　　　　補助金名：文化芸術創造活用プラットフォーム形成事業（文化庁所管）

　　　　　　　　　「先進的文化芸術創造活用拠点形成事業」
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	70,092
	ぎふ清流文化プラザ文化振興事業

	合計
	70,092
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ

　　長期構想（中間見直し）

　　Ⅳ　政策の方向性

３「清流の国ぎふ」づくり（2020プロジェクト）

（４）地域を支え、未来を担うひとづくり

　　　　○新たな文化を創造していくため、子ども・若者等次世代や障がい者を文化芸術の担い手として育成に努める。

　　　　→具体的施策

　　　　　再開後の未来会館を「子ども・若者など次世代の文化芸術の担い手を育成し、新たな文化を創造していくための県民参加型の拠点」「障がい者の文化芸術活動の拠点」と位置づけ、積極的な事業展開を図る。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　ぎふ清流文化プラザにおいて、県民自身が演者となる地歌舞伎公演や、質の高いコンサート等を開催することで、より多くの県民が利用し、楽しめる機会を創出していくとともに、文化芸術の振興に向けた機運の醸成を図る。

	（目標の達成度を示す指標と実績）

指標名
	事業

開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	・各事業によって、舞台仕様や収容観客数が異なることや、県民に気軽に利用いただくため、公演中の出入りを自由にするなど、入場者数の把握や各事業の比較などが出来ないことから、具体的な数値目標を設置することは適当ではない。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

○長良川ホール企画事業

　・障がい者による舞台公演　　　・地歌舞伎公演（春・子ども・秋）
　・一流アーティストによる公演　・園児、児童のためのコンサート　など

○文化芸術県民ギャラリー

　・障がい者作品展示会　など


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
・子どもや若者など、県民が主役となる企画事業を開催できた。

・地歌舞伎公演や著名人によるコンサートは、会場（長良川ホール）が満員となり、特に地歌舞伎では観覧希望者数が定員を大きく超えるなど、県民の興味・関心が高い取組みとなった。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

　○

	県民が出演する地歌舞伎の発表する機会や、質の高い文化に触れる機会を創出することは、地域の伝統文化の保存・継承はもとより、新たな文化の創造や発信、振興にもつながり、本事業の必要性は極めて高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	本事業は、県民誰もが気軽に楽しめる公演が多く、また、子どもや若者をはじめとする県民が舞台に立つことが出来る機会を創出していることから、本事業の継続は、県内の文化振興のために有効である。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○

	地歌舞伎公演や著名人よるコンサートなどの企画事業を概ね月１本程度開催することで、年間を通じてプラザへの県民の興味・関心を高める取組みを進めている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　多くの県民に、新たに実施する文化芸術事業が持つ魅力を発信し、鑑賞いただく機会を創出するために、事業の告知・募集・ＰＲなど、広報展開を検証し露出度を高めていく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

県民に根付いた文化施設として定着していくために、今後も、県民に「魅力ある公演をする施設」として認識される事業となるよう、常に文化振興事業をブラッシュアップしていくことが必要である。


